
冬

夜に貯水池近くの道

路などで見られる。

宮古諸島が繁殖の北限。

林道を歩いていたりする。

日本産は絶滅し、保護活動によって数

を増やしている。迷鳥だったが2018

年から佐和田幸田(オス11歳)、命(メス４

歳)と清流(オス４歳)が長期滞在してお

り、特別住民票を交付されている。
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ミサゴ

タカの仲間で唯一、

魚を狩る。海上を旋

回し、3～20m上空

から水面へダイブし

て捕まえる。

タンチャ、ウディブラ

英語名:オスプレイ
翼開長160～180cm

宮古諸島で白いサギの仲間は全部で５種見られ、うち

４種は冬に飛来します。夏の繁殖期はくちばしや目の周

りの色が変化したり、飾り羽があったりしますが、冬は

ほぼ同じ姿のため見分けにくくなっています。

集団で畑のトラク

ターの後ろをつい

て回ることも。

アマサギ

サンゴ礁を歩きな

がらカニや魚など

を食べる。

クロサギ コサギ

コサギ

水中で足をぶるぶる

振って漁をする。

チュウサギ

チュウサギ

林道や畑に単独で

じっと立っている

ことが多い。

コウノトリ

全長112cm
翼開長約200cm

基本単独だが群れ

で飛来することも

ある。

ダイサギ
(チュウダイサギ)

ムラサキ
サギ

池間島が繁殖の北

限。先島諸島でし

か見られない。

アオサギ

ネズミや小鳥を

食べる。

クロツラ
ヘラサギ

数個体が飛来。

トキの仲間で世界

的に希少な鳥。

その他のサギ類

ズグロ
ミゾゴイ

全長47cm

ゴイサギ
リュウキュウ
ヨシゴイ

全長58cm

サギ類

ユーガラサ

ユーサ イムガーナ

全長51cm 全長58~66cm 全長61cm 全長69cm
全長77cm

警戒すると首を伸ば

し草に擬態する。

全長40cm

※幸田は2024年現在姿を確認できていない

冬鳥

全長79cm 全長89cm
全長93cm

環境省RL(2020)準絶滅危惧
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類
宮古島市保全種(2005)

国内希少野生動植物種（2020）
環境省RL(2020)絶滅危惧IB類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧IB類
宮古島市保全種(2005)

沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧

国指定特別天然記念物（1956）
国内希少野生動植物種（1993）
環境省RL（2020）絶滅危惧IA類
沖縄県RDB（2017）絶滅危惧IA類

環境省RL（2020）準絶滅危惧
沖縄県RDB（2017）準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

ダイサギ

　　　　しょ とう　　 しろ　　　　　　　　　 なか ま　　   ぜん  ぶ 　　　　　しゅ  み

　　　　　　　ふゆ   　　ひ らい　　　　　　　   　  なつ 　　はんしょくき　　　　　　　　　　　　　　め   　　まわ

　　　　   いろ  　　へん か  　　　　　　　　　かざ 　　ばね

　　　　　おな　　すがた　　　　　　　　  わ

しゅうだん　　はたけ

　　　　　　　 うし

　　　　　　　しょう　  ある

　　　　　　　　　　　さかな

すいちゅう　 あし

ふ    　　　りょう

　　　　　　　　　　　 はんしょく　　ほく げん

 りん どう　　 ある

 よる　　  ちょ  すい  ち　ちか　　　　　どう

ろ

けい かい　　　　　　  くび　　　の

　　 くさ  　　 ぎ  たい

すう　こ  たい　　  ひ  らい

なか   ま　　　　せ  かい

てき　　　き しょう

いけ   ま  じま

　　　　  さきしま しょ とう

  に  ほん さん　　  ぜつめつ　　　　　　ほ   ご   かつ どう　　

　　　 ふ　　　　　　　　　　　　　　  めいちょう

　　　　　　　  さ　わ　 だ  こう   た　　　　　　　　さい  　　みこと

　　　　　  せいりゅう　　　　　　　　　　　　ちょう き   たい ざい

　　　　 とくべつじゅうみんひょう   　こう  ふ

　　　　　　　　　　　　　　ゆい いつ

さかな 　　か　　　　　かいじょう　　 せん

 かい　　　　　　　　　　　　　   じょうくう

　　   　　すいめん

　　  つか

るい

りん どう　　　　　　　 たんどく

こんいんしょく

かんう

あおむらさき

しま

せいかいしょく

あしゆび

あまいろ

せんたん

ぜんしん

こうかく いち

うちがわ

こ  とりき  ほん たん どく　　　　　  む

ふゆ   どり



参考:『ツバメの方言とその由来、および各地におけるツバメ観ー宮古からの出発ー』渡久山章(宮古の自然と文化第３集,2011)

春～夏に人家や

橋の下などに巣を作る。ツバメに比

べ尾が短い。

年に２回飛来す

る。耕作地や畜舎近くの草地の上を

低空で飛び回り、虫を食べる。

鳴きながら上下に

飛ぶ。オスはスス

キの葉をクモの糸で縫い合わせて巣の

外壁を作り、それを気に入ったメスが

内装を仕上げて産卵・子育てをする。

宮古全域で方

言名がある。

虫捕りは苦手。繁殖期以外は集団で

一か所をねぐらにする。

人と関わりの深い鳥たち

3130

　昔、ヒバリは一番大きい鳥で、神様

の使いでした。賢く、巣作りもとても

上手でした。ある日、神様が「巣出水

を持って天に昇ってきなさい」とヒバ

リとヘビに命じます。天に向かう途

中、ヘビがヒバリの足に巻き付いてき

たので、びっくりしたヒバリは持って

いた巣出水をヘビに浴びせてしまいま

した。それを聞いた神様は「水を浴び

たヘビは永遠に生きられることになっ

た。ヘビの悪知恵に負け罪を犯したお

前を罰として絞り上げる」と、ヒバリ

の体を小さくしてしまいました。

ツバメ

全長17cm

　ツバメは夏に日本列島で繁殖し、東南アジアで冬を過ご

します。春と秋の渡りの途中で宮古諸島に飛来しますが、

その時期が豆を植えて花が咲く時期と、収穫する時期に重

なるため、豆を表す言葉が方言名についています。

リュウキュウ
ツバメ

全長14cm

スズメ セッカ

パドゥイ、パドゥラ

全長14.5cm

【スズメと泡盛のはじまり】

参考:『いらぶの民話』遠藤(1989)

　昔、米や粟のよくとれる田んぼ

の横の木に、たくさんのスズメが

米や粟の穂をくわえて帰ってはつ

ついて食べていました。いつしか

こぼした米や粟が木のうろに溜ま

り、雨でふやけて麹ができ、もろ

みに変わりました。それをスズメ

が舐めたりつついているのを見た

人が「これは飲めそうだ」と、粟

でお酒をつくって飲んでみると、

なんともいいお酒でした。これを

「泡盛」と名付けました。

ガイチン、ガヤンチュ

全長12.5cm

【雲雀と生き水】

参考:『ゆがたい宮古島の民話 第四集』宮古民話の会(1984)

※巣出水：生き水のこと。これを浴びると健康に

　恵まれるとされ、豊年祭の翌日に浴びる。

ひと　　　 かか　　　　　　　　  ふか　　　 とり

  はる　　  なつ　　  じん　か

  はし　  　した  　　　　　　　す　　　 つく　　　　　　　　　　　　　　くら

 　 　　お 　　みじか

　　　　　　　　　　　　　　　　  に  ほん れっ とう　   はんしょく　　　　 とう なん　　　　　　　　　ふゆ   　　す

  　　　　　　　　　　　　　　　　　  わた　　　　　 と ちゅう　　　　　　 しょとう

　　　　　 じ   き　　　 まめ　　   う　　　　　はな　　　さ　　　　　　　　　　　   しゅうかく　　　　　　　　　　   かさ

　　  　　　　　　　　　　　　　あらわ　　こと  ば　　　ほう げん めい

 むし   と　　　　　にが  て　　　はんしょくき　 い  がい　   しゅうだん

 いっ　　しょ

　　  むかし　　こめ　　　あわ　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　よこ

　　　　　　　　　　  ほ　　　　　　　　　　　　  かえ

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た

　　　　　 あめ　　　　　　　　　　　　こうじ

　　　　　　か

　　　  な　　

　　　　　　　　　　　　　　　 の

　　　　　 さけ

　

　　   あわもり　　　　　 な　 づ

　　　　　　　　　　　　　　　　  いち ばん おお  　　　　　　　　　　　かみ さま

　　　つか　　　　　　　　　　 　かしこ

じょう ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す  でぃ みず

　　　 も　　　　　 てん　　  のぼ

　　　　　　　　　　　　   めい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

 ちゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　  つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   あ

　　　　　　　　　　　　　　   き　　　　　　

　　　　　　　　　  えい えん　　　い

　　　　　　　　　　　　わる　ぢ　え　　　  ま　　　つみ  　　おか

  まえ　　 ばつ　　　　　　　 しぼ　　　あ

　　　　　 こう さく   ち　　   ちく しゃ  ちか　　　　　くさ   ち　　　 うえ

 てい くう　　　と　　　まわ　　　　　むし　　  た

ひ  らい

ぜん いき

                 は　　　　　　　　　　 いと　　　ぬ           あ

 がい へき 　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　 い

 ない そう　　　し　 あ　　　　   さん らん　　　 こ  そだ

な　　　　　　　　　 じょう げ

ひばり　　　　 い　 　　みずあわ もり

　す  でぃ みず　　　 い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あ　　　　　　　　 けん こう

 めぐ　　　　　　　　　　　　　　　　  ほう ねん さい　　  よく じつ

は
い
か
っ
し
ょ
く

かん

また

しゅり



固

アオカナヘビ

サキシマカナヘビ

ミヤコカナヘビ

研究で明らかになったこと

爬虫類
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ミヤコカナヘビ

　宮古諸島で確認されている陸棲爬虫類は７科17属18種です。ほとんど

の種は宮古諸島以南でしか見られない固有種です。特にミヤコカナヘビや

ミヤコヒバァは、島の成り立ち解明のカギを握るとされ、その存在が注目

されています。

・多くの個体は１年以内に寿命がつきる

・春から秋が繁殖期で、春に生まれると夏に

は繁殖でき、秋に生まれた個体は次の春に

繁殖することで個体数を維持している

クースゥファヤ

草地にすみ、クモや昆虫を好んで食べます。

1996年に新種として登録、DNA調査で琉球列島

にいる緑色のカナヘビ３種のうち、本種だけが台

湾や大陸産の薄茶色のカナヘビが祖先であること

が分かりました。宮古諸島の成り立ちやトカゲ類

頭胴長 オス4.8～7.7cm/メス4.7～6.8cm
全長 オス27cm/メス20cm

体長  4.5～6cm
全長 18～29cm

サキシマキノボリトカゲ

クースゥフォーブナカ

環境省 RL(2020) 準絶滅危惧
沖縄県 RDB(2017) 準絶滅危惧

固有種
国内希少野生動植物種(2016)
県指定天然記念物(2019)
環境省RL(2020)絶滅危惧IA類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧IB類
宮古島市保全種(2005)

昆虫や特にアリを好んで食べる。なわば

りを持ち、オスは威嚇するときに腕立て

伏せのような動きをする。

砂地や集落周辺の石垣などに生息

する国内最大のトカゲ。宮古全域

にいたが数が減っている。

「島嶼化」という動物の進化論を

語るうえで重要な種。

キシノウエトカゲ

バカギジャ、パリイズゥ

体長 オス17cm/メス14cm
全長 オス40cm/メス33cm

国指定天然記念物(1975)
環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

小さな島ではほ乳類などの大型

動物は小さく、昆虫類や両生

類、爬虫類などの小型動物は大

きくなる傾向にあります。

の体色の進化を知る上で貴重な存在で

す。現在、数が激減し、国の保護増殖

事業により、地域外で飼育・繁殖が行

われています。

亜種とは

同じ種でも、生息環境が異なると色や

形に違いが出てくることがあり、これ

らをその種の「亜種」といいます。離島

などほかから切り離された環境では

亜種になることが多くなります。

島嶼化

　　　　　　　  しょ  とう　　　 かく にん　　　　　　　　　　　　　  りく  せい　は  ちゅうるい　　　　　　か　　　　  ぞく　　　　しゅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  い   なん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ　ゆう  しゅ　　　　　　　　とく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な　　　　た　　　 かい  めい　　　　　　　　　　  にぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そん ざい　　   ちゅうもく

は　　ちゅう　  るい

　くさ  ち　　　　　　　　　　　　　　　　こんちゅう　　この　　　　　 た

　　　　　　　　　　　 しん しゅ　　　　　　　とう ろく　　　　　　　 ちょう さ　　  りゅうきゅうれっとう

　　　　　　　みどりいろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ほん しゅ　　　　　　　たい

   わん　　 たい りく さん　　 うす ちゃ いろ　　　　　　　　　　　   　　  そ  せん

　　　  わ

　　　　　　　とく　　　　　　　　　  この

　　　　    も　　　　　　　　　　　　  い　かく　　　　　　　　　　　 うで   た

  ふ　　　　　　　　     　    うご

　　  たいしょく　  しん  か　　     し　　　うえ　　　き ちょう　　そん ざい

　　　　　げん ざい　    かず　　  げき げん　　　　  くに　　　ほ　 ご  ぞうしょく

　じ ぎょう　　　　　　　　　 ち  いきがい　　　し   いく　　 はんしょく　 おこな

けんきゅう　     あき

　　おお　　　　　こ   たい　　　　　　    い  ない　    じゅみょう

　   はる　　　　  あき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い　じ

 すな   ち　    しゅうらくしゅうへん　　いし がき

　　　　　こく ない さい だい　　　　　　　　　　　　　　　　ぜん いき

　　　　　　　　　 かず　  　 へ

   　  とうしょ  か　　　　　　　　　　 どう ぶつ　　 　　　　  ろん

 かた　　　　　　　　　じゅうよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　かんきょう　　こと

　　　　  ちが　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り   とう

　　　　　　　　　　　　　　  き　　　はな　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おお がた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  りょうせい

　　　　　 は ちゅう  　　　　　　　　  こ  がた

　　　　　　　　　 けい こう

あ   しゅ

なかま

す

しまもよう

とう  しょ  か

ようたい

どうたい

はたけ



保護対象なのに外来種？
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ホオグロヤモリ

ホオグロ
ヤモリ

ヤーズミ

ヤーズミ

ヤーズミ

頭胴長 4.5～6cm
全長 9～13cm

奄美大島より南に生

息。家の中や外灯の

近くにいる。宮古は

畑でもよくみる。

　セマルハコガメは、石垣島と西表島に自然分布している個体が国の天然記念

物に指定されています。ところが、ほかの島々では国内外来種になってしまい

ます。その島の在来種と交配して雑種ができたり、固有種のカタツムリなどを

食べてしまう可能性など、さまざまな影響が心配されています。しかし、天然

記念物であるために、「文化財保護法」で守られており、許可なく捕獲したり

譲渡することができません。保護をしても元の場所に戻すこともできず飼育す

るしかないため、悩みの種になっています。同じようにヤエヤマイシガメも希

少な保護対象の種ですが、県の天然記念物であるミヤコサワガニを捕食してい

ることが分かり、対策が必要になっています。

セマル
ハコガメ

国指定天然記念物(1972)
環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類
環境省 総合的に対策が必要な外来種
沖縄県 防除対策外来種(石垣島・西表島以外)

甲長11～17cm

甲羅の中に頭や手足を完全に収める

ことができる。アダンの実やサツマ

イモ、昆虫、ミミズ、カタツムリ

類、大型動物の死骸などを食べる。

ヤエヤマ
イシガメ
甲長12～19cm

環境省RL（2020）絶滅危惧Ⅱ類　
石垣市自然環境保全条例保全種
竹富町指定特別希少野生動物種
沖縄県指定希少野生動植物種（石垣島、西表島、与那国島の
自然分布個体群に限る）
環境省 総合的に対策が必要な外来種
沖縄県 防除対策外来種(石垣島・西表島・与那国島以外)

流水のある浅い水辺を好み、水草や

藻類などの植物、昆虫類、甲殻類、

オタマジャクシなどを食べる。

※2015年の環境省の調査で約6000個体が食用

やペットとして海外に輸出され、自然における個

体数は約3万3000と推測することから、現在ワ

シントン条約に基づいて輸出規制を行っている

ミナミヤモリ

ミナミヤモリ

ヤモリの足の裏、すごいんです

頭胴長 5～6.5cm
全長 10～13cm

屋外の庭木や自然

林にいる。背や尾

に縞模様が入るこ

とが多い。

オンナダケ
ヤモリ

オンナダケ
ヤモリ

頭胴長 4～5.5cm
全長 10～12cm

尾が平たく太く見

える。薄暗い場所

を好み押入などに

よくいる。

　ヤモリの足指の裏には1000分の１ミリ

ほどの毛がびっしり生えています。この毛

の先はさらに細く枝分かれし、壁やガラス

の表面のデコボコに入り込みます。する

と、毛と接したところに「ファンデルワー

ルス力」というとても小さな引力がはたら

き、それが足指に集まることで、吸盤のよ

うな吸着力を生み出しているのです。

粘着物質でも吸盤でもない！

ほ　 ご   たい しょう　　　　　　　　がい  らい  しゅ

 あま   み  おお しま   　       みなみ　　せい

 そく　　　　　　　　　   　  がい とう

 ちか

はたけ

おくがい　　　 にわ   き　　　　 し   ぜん

りん　　　　　　　　　　　せ　　　　お

　　 しま    も  よう

　　　　   ひら　　　　  ふと

　　　　　　　うす ぐら　　　 ば  しょ

　　  この　　  おしいれ

あし　　　　うら

　　　　　　　　　　　　　　　ゆび　　　　　　　　　　　　　　　  ぶん

　　　　　　　　 け　  　　　　　　　　　　　は

　　　 さき　　　　　　　　　 ほそ　　  えだ  わ　　　　　　　　　   かべ

　　　 ひょうめん　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　こ

　　　　　　　　　　 せっ

　　　　　 りょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いんりょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    あつ　　　　　　　

　　　　 きゅうちゃくりょく　  う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし がき じま　　いりおもてじま　　　　　　　ぶん  ぷ　　　　　　　　　　  こ  たい　　　　　   　てん  ねん  き  ねん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たい さく　    ひつ よう　　　　　
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外
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国内最大。主に森林環境に生息

するが、人家周辺や畑などにも

いる。ネズミや小鳥を食べる。

ブラーミニ

メクラヘビ

ブラーミニメクラヘビ　全長20cm以下

ズバヴ

原産地は不明。ツヤ

のあるウロコをも

ち、目はとても小さ

い。メスだけで繁殖

する。シロアリやア

リが好物。

ミヤコヒメヘビ

ミヤコヒメヘビ　全長16～20cm

環境省RL(2020)絶滅危惧IB類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧ⅠＢ類
宮古島市保全種(2005)

湿った場所にすみ、ミミズを専門的に食べる。

尾が切れているヘビは神の使いとされ、家や屋

敷内で見つけたら丁寧に外へ逃がした。

サキシマバイカダ

サキシマバイカダ　全長70～80cm

夜行性で主に樹上で生活

し、トカゲやヤモリを食

べる。細長く華奢。

サキシママダラ

サキシママダラ　全長50～100cm

アカトゥカラ

環境省RL(2020)絶滅の恐れのある地域個体群
宮古島市保全種(2005)

夜行性で主に地表で生活

し、カエルやヘビなどを食

べる。フスバヴとも呼ば

れ、フンのように丸くなっ

てみつかることもある。

ミヤコヒバァ

ミヤコヒバァ　全長100cm

ガラサバヴ
固有種
国内希少野生動植物種(2020)
環境省RL(2020)絶滅危惧IB類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類
宮古島市保全種(2005)

カエルやヤモリを食べ

る。現在の姿になった時

代は宮古諸島は海に沈ん

でいたとされており、島

の成り立ちを知る上でと

ても重要なヘビ。

サキシマスジオ

サキシマスジオ　全長130~250cm

オーナズバヴ

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類

ハブはいない？

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100cm

ズーキシバヴ

フファダマバヴ

カムバヴ

　今の宮古にハブがいないのは、かつ

て生息していた大型のハブが絶滅した

からで、土壌が合わないというわけで

はありません。ハブのいる島々と同じ

ような自然環境があるため、人間に

よってハブが持ち込まれると、定着し

てしまう可能性があります。

固

固

宮古島市保全種(2005)

　や    こう せい　　　おも　  　　ち ひょう  　　せい  かつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まる
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　お　　 　き　 　　　　　　　　　　　　　　　 かみ　　  つか　　　　　　　　　　　  いえ　　   や

 しき ない  　　　　　　　　　　　      てい ねい　    そと　　　 に

　　　　　げん ざい　　 すがた　　　　　　　　　じ

  だい　　　    　　 しょ とう    　　　　　　しず

　

 　　　な     　  た   　　　　　し

　　　     じゅうよう

　　　　　　　　　　　　　  じゅじょう

　　　　

　　　　　　    ほそ なが  　　きゃしゃ

　　　　　さい だい　　　　　　　  しん りんかんきょう　　  せい そく

　　　　　　　　　  じん　か  しゅうへん　　はたけ

　　　　　　　　　　　　　　　　  こ  とり

 げん さん  ち　　  　ふ  めい

　　　　　　　　　　　　　　     はんしょく

　　　　   こう ぶつ

　　　いま

　　　　　　　　　　　　　　　　  おおがた　　　　　　　　　 ぜつ めつ

　　　　　　　　　　ど  じょう　　 あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまじま

　　　　　　　　 し    ぜん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にん  げん

　　　　　　　　　　　　　　  も　  　　こ　　　　　　　　　　　  ていちゃく

　　　　　　　　　　 か  のう せい

しま　　も　 よう

しょくりょう

いき　ち　　　　あぶら　　　　　くすり

りよう



固

生き物に関わる法律や条例

沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類

環境省RL：絶滅危惧IA類

絶滅の危険性が極めて高い 

絶滅の危険性が高い絶滅危惧ⅠＢ類 

絶滅危惧Ⅱ類 絶滅の危険が増大している

準絶滅危惧

レッドリストとは、絶滅のおそ

れのある野生生物の種のリス

トで、国際的には国際自然保護

連合が作成しており、国内では

環境省のほか、地方自治体や

NGOなどが作成しています。

沖縄県 R D B ？？ 

環境省 R L？？

絶滅

野生絶滅 人が飼育・栽培するもの
だけが生きている

絶
滅
が

危
ぶ
ま
れ
る
種

現時点で絶滅の危険は小さいが可能性
がある

絶滅危惧ⅠA類 

沖縄県では絶滅の危
険が増大していて、日
本国内では絶滅の危
機に瀕している種

リストの見方（例）

両生類

3938

　宮古諸島の陸棲両生類は、在来種のミヤコヒキガエルのほか４科４属

４種が確認されています。

宮古島、伊良部島、多良間島に生息。

動きが速く鳴き声が大きいことから

「元気、硬い」という

意味の方言名がつく。

ミヤコ
ヒキガエル

カーフゥナタ

固有亜種
環境省RL(2020)準絶滅危惧種
宮古島市保全種(2005)

宮古島と伊良部島の農地や森林付近に

生息する。秋から翌春の繁殖期にメス

の上にオスが抱きつく様子が見られ

る。乳白色の毒液を分泌するため食用

にはしなかった。

サキシマ
ヌマガエル

マナタ

水納島、大神島以外の宮古全域に

生息。繁殖期の春から夏に大合唱

が聞こえる。昔は数も多く、捕っ

て腿の部分を食べた。

ヒメ
アマガエル

クパガラ

全長 2.3～３cm全長 4.5～７cm

宮古全域に生息。泡状の卵塊を水辺の

草木に産む。指に吸盤があり、植物だ

けでなく車や荷物に吸着して移動でき

るため、分布が広がる可能性がある。

シロアゴガエル外

全長 ６～12cm

特定外来生物

体長 約５cm

天然記念物は

「触らない、そっと見守る」

　特にオカヤドカリ類は宮古で普通

に見られる動物ですが、許可なく捕

まえたりすると罰則の対象になりま

す。(文化財保護法）

宮古島市保全種は

「捕まえない、傷つけない」

　届け出なしに捕まえることや、傷

つけ、命を奪うことは罰則の対象に

なります。

(宮古島市自然環境保全条例)

国内希少野生動植物は

「捕まえない、傷つけない、

他人に譲らない」

　販売はもちろん、無料で譲り渡す

ことも禁止されています。羽や角な

ど体の一部や殻、加工品であっても

罰則の対象です。(種の保存法）

絶滅危惧種を守るために

「生息環境を荒らさない」

　法律の規制はありませんが、生息

環境を悪化させないことは絶滅を食

い止めることにつながります。

　南西諸島はそれぞれの島に固有の動植物が生息しています。これらの多くは

珍しく希少なため、さまざまな法律で手厚く保護されています。野生生物や環

境も守りながら自然を楽しめるよう、知っておきたいルールです。

卵塊

げんじ てん　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かのうせい

し いく　  さいばい

い　　　  もの　　　 かか　　　　    　ほう りつ　    　じょうれい

き けんせい

じゅんぜつめつきぐ

るい

あ
や
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　　　　　　　　　　　　あき   　　　　よくしゅん　   はんしょく き

　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　 　　　　　　よう   す
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きょう　　まも　　　　　　　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　　　　 し

　　　とく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふ   つう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょ   か　　　　　  つか

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ばっ  そく　     たいしょう
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 　　　と

とくてい がい らいせい ぶつ

さわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  み    まも

てん  ねん    き    ねん  ぶつ こく  ない

ほ   ぜん   しゅ

きず

た　 にん　　 　ゆず
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あ

ぞうだい

ひん



グラウコトエ
幼生

甲長

長崎浜

国土地理院の空中写真を加工、加筆

ヤシガニの保全

40 41

　十脚甲殻類とは、エビ、カニ、ヤドカリ類のことで、パッと見

て足が５対10本であることが大きな特徴です。宮古諸島には陸上

や陸水域に11科31属62種が生息し、オカガニやヤシガニ、オカ

ヤドカリなどの珍しい種を身近に観察することができます。

オカヤドカリの仲間では世界最大。おもに海岸林に生

息し、植物の実や動物の死骸などを食べる。ハサミの

力がとても強い。成長がと

ても遅く、メスは成熟に10

年、500gになるのに25年

以上かかる。

陸棲・陸水棲　十脚甲殻類

頭 

胸

腹

ヤシガニ

マクガン

環境省RL2020絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB2017絶滅危惧Ⅱ類
多良間マクガン保護条例（2010）
宮古島市ヤシガニ保護条例（2011）

多良間村

マクガン保護条例(2010)

・７月１日～８月31日は採取禁止

・甲長８cm以下または重さ600ｇ

以下、抱卵メスは通年採取禁止

　ヤシガニは島民にとって貴重な食料でしたが、近年、観光客に珍味として注

目され、乱獲によって数が減ってきています。そこで、多良間村と宮古島市は

他地域に先駆けて保護条例を制定・施行し、保全に取り組んでいます。

ヤシガニの生活史

宮古島市

ヤシガニ保護条例(2011)

・島内４か所の保護区域：通年捕獲禁止

・保護区内外の密猟防止のための保護監視員を

設置

・６月１日～８月31日は保護区外でも捕獲禁止

・捕獲禁止期間以外は、甲長８cm未満と12cm

以上、抱卵しているメスは捕獲禁止

東平安名崎竹中山展望台ムイガー

来間島

池間島

池間島灯台 フナクス

池間湿原

海中公園

海業センター

間那津地区

七又地区

来間地区

池間地区

島尻来間漁港

起点と中間に看板が設置されている

保護区域

　大潮の満潮時に海に放卵し、ゾエ

ア幼生というエビのような形で海で

浮遊します。数回脱皮を繰り返して

グラウコトエ幼生まで成長すると、

海中で自分に合った貝殻を探し、陸

に上がります。この頃はオカヤドカ

リと見分けはつきません。脱皮を繰

り返しながら約２年半ヤドカリの状

態で過ごし、殻を脱いで大人のヤシ

ガニと同じ姿になります。

卵を抱く
ヤシガニ

ゾエア

0.5mm

殻を背負った
ヤシガニ 殻を背負った

グラウコトエ

かい ちゅうこう  えん

ほ   ぜん
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宿(貝殻)眼

幼生

成体

4342

アマン

オカヤドカリ類

国指定天然記念物(1970)

　ヤシガニと同じように幼生の時は海で過ごし、貝

殻を背負って上陸して稚ヤドカリになります。雑食

性でなんでも食べ、砂浜や海岸、海岸沿いの林など

に生息し、夜に活動します。宮古諸島では６種のオ

カヤドカリを見ることができます。

ナキ
オカヤドカリ　

サキシマ
オカヤドカリ

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類
宮古島市保全種(2005)

ムラサキ
オカヤドカリ

環境省RL(2020)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

オオナキ
オカヤドカリ

オカ
ヤドカリ

コムラサキ
オカヤドカリ

環境省RL(2020)準絶滅危惧

　オカヤドカリが天然記念物になった

のは、小笠原諸島の個体数減少がきっ

かけでした。沖縄県が日本に返還され

たあと、県内のオカヤドカリも天然記

念物になりましたが、当時、琉球列島

ではそれほど珍しい生物ではなかった

ため、捕獲・販売して生計を立ててい

た業者もいたことから、一部地域の指

定業者にだけ捕獲・販売を認めること

になりました。

※特徴はあくまで目安です。小さいときはほとんど見分けがつきません。

天然記念物なのにペット！？

観察してみよう

陸のヤドカリと海のヤドカリは違う

　ヤドカリの仲間はエラ呼吸で、ほとんどの

種類は一生を海で過ごし、水中でしか生きら

れません。一方、オカヤドカリ類は水中に入

ると溺れてしまいます。

色

眼 ハサミ

白 薄茶褐 クリーム ピンク オレンジ

濃紫 紫 青 暗褐色 褐色 白っぽい茶褐色　 赤

第１触覚

第２触覚

はさみ脚 歩脚

せい   たい

よう    せい

　　　　　　　　　　　　　　　　おな　　　　　　　　　　  よう せい　　　 とき　　　うみ　　　  す　　　　　　　　　かい

  がら　　　  せ　 お　　　　　　 じょうりく　　　　　  ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ざっしょく

  せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すな はま　　　 かい  がん　　　　　　　　  ぞ　　　　　  はやし

　　　せい  そく　　　　　  よる　　　かつ  どう　　　　　　　　　　　　　　　  しょ  とう　　　　　　　　 しゅ

るい

とくちょう　　　　　　　　　  め  やす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み   わ

ぜんしん

な

えんちゅうじょう

たい   しょく

かん   さつ

しょっかく

め やど

あし ほきゃく

とっき

うすちゃかっしょく

こむらさき あお あんかっしょく あか

ちが

　　　　　　　　　　　　　　 なか  ま　　　　　　　　こ きゅう

 しゅ るい　　いっしょう　　　　　　　  す　　　　　　　 すいちゅう　　　　　　　 い

　　　　　　　　　　　   いっぽう

　　　　   おぼ

てん　ねん　 き　  ねん   ぶつ

　　　　　　　  お  がさ わらしょ とう　　   こ  たいすうげんしょう

　　　　　　　　　　　　　　おき なわ　　　　　に  ほん　　  へん かん　　　　　

　　　　　　　　 　けん ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とう  じ　　 りゅうきゅうれっとう

　　　　　　　　　　　　　  めずら　　       いきもの

　　　　　　　　ほ  かく　　  はんばい　　　　   せいけい　　　た

　　  ぎょうしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　いち  ぶ   ち　いき　　　し

  ていぎょうしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みと

おと



宮古島市保全種(2005)

宮古島市保全種(2005)

稚ガニ

抱卵・ふ化卵を海に流す様子
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オカガニ類

　オカヤドカリ類と同じように成体は陸に棲みます

が、幼生は海で生活します。中でもオカガニが満月の

夜に満潮に合わせて一斉に放卵する様子は、夏の時期

しか見ることができない貴重な風景です。

アラガン

オカガニ

甲幅　約６cm

海岸付近の林や水辺に巣穴を掘っ

て生息する。夜行性で植物や小動

物・死がいなどを食べる。宮古で

は食用として利用されていた。

オオオカガニ
(ミナミオカガニ)

甲幅　10cm超

日本産オカガニ類で最大。マング

ローブ域や海岸周辺に巣穴を掘って

生息する。雑食性で植物や小動物、

動物の死がいなどを食べる。

ムラサキ
オカガニ

環境省RL(2020)準絶滅危惧
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧

ヒメオカガニ

環境省RL(2020)準絶滅危惧
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧

ヤエヤマ
ヒメオカガニ

ヘリトリ
オカガニ

環境省RL(2020)準絶滅危惧
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧

ほかにもいるよ！

その他の淡水域の生き物

ミヤコサワガニ

固有種
沖縄県天然記念物（2010）　
国内希少野生動植物種（2016）
環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅰ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧ⅠA類　

宮古島内の数ヵ所の湧水に生息。植物

やカタツムリ、ヤゴなどを食べ、一生

を淡水域で過ごす。1997年に発見され

2002年に新種として登録。

　宮古諸島の湧水環境に生息するエビ、

カニ類は27種いますが、ミヤコサワガ

ニ以外は一度海へ出て、稚エビ・稚ガニ

となって湧水域に戻ってきます。

サキシマ
ヌマエビ

コンジン
テナガエビ モクズガニ

ドウクツ
ヌマエビ

ウリガー
テナガエビ

湧水などにすむ

　淡水にしかいないミヤコサワガニが発

見されたことで「過去に宮古島は海に沈

んでいるので、陸にすむ生き物はすべて

滅びた」という説が見直されました。

島の成り立ちのカギをにぎる！？

固

だっぴ

地下水にすむ

な　　　　  た

ほうらん

   かい がん　ふ　 きん　　 はやし　　  みず　べ　　　　す　あな　　　  ほ

　　　 せい  そく　　　　　　　　 や   こう  せい 　　  しょくぶつ　　 しょうどう

  ぶつ　　　  し

　　　しょくよう　　　　　　　　 り　よう

　に　ほん  さん　　　　　　　　　　　　　　　　　さい  だい

　　　　　　　　いき　　　　　　　　しゅうへん　　　す　あな　　　  ほ

　　　　　　　　　　　　　 ざっしょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  るい　　　 おな　　　　　　　　　　　せい  たい　　 　りく　　　　す

　　　　　 よう  せい　　　うみ　　　せい かつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   まん  げつ

 よる　　　まんちょう　　　あ　　　　　　　　　いっ せい　　　ほう らん　　　　　　よう  す　　　　　　なつ　　　　じ　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き ちょう　　  ふう けい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう  すい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっしょう

　　　たん すい  いき　　 　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    はっ  けん

　　　　　　　　　　　　しん しゅ　　　　　　　　とう  ろく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か　 こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しず

ほろ　　　　　　　　　　　　　　　 せつ　　　　　  なお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かんきょう

　

　　　い   がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もど

ち　  か　すい

ふ　ゆう

に  ほん　いち   こ　がた

よう  す

ち

ま



外 固

固

固

固

固

固

固

固

固

殻径最大４cm
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固

　陸産貝類とは陸上にすむ巻貝の仲間で、一般にカタツムリとい

われています。水中では生きられず、遠くに移動できないことか

ら、独自に進化して固有種になることが多いといわれ、宮古諸島

に生息する20科45種のうち、約４分の１の10種が固有種です。

陸産貝類

アカマイマイ

オキナワ ウスカワ
マイマイ

固有種(下地島を除く)
宮古島市保全種(2005)

ピサムーナ

ウラキヤマタカ

マイマイ

固有種
国内希少野生動植物種(2017)
環境省RD(2020)絶滅危惧Ⅰ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅰ類
宮古島市保全種(2005)

イトカケマイマイ

固有種
環境省RD(2020)絶滅危惧Ⅰ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅰ類
宮古島市保全種(2005)

サキシマ
ヒシマイマイ

固有種
環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅰ類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅰ類
宮古島市保全種(2005)

タラマ
ノミギセル

固有種

ミヤコ
オキナワギセル

ナガチビムーナ

固有種
環境省RL(2020)絶滅危惧ⅠA類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅰ類
宮古島市保全種(2005)

ミヤコオカチグサ

固有種
環境省RL(2020)絶滅危惧ⅠA類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅰ類
宮古島市保全種(2005)

ハダカ

アツブタガイ

固有種
環境省RL(2020)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

ミヤコ
ヤマタニシ

ミヤコ

ゴマガイアフリカマイマイ
固有亜種
環境省RL(2020)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

アオミオカタニシ

オームーナ

環境省RL(2020)準絶滅危惧
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧

ヤエヤマヤマキサゴ

殻高３～４mm

マームーナ

ナンヨームーナ
タイワンムーナ

殻高６mm

フタのない陸貝
フタがある陸貝

殻径20～30mm

殻径５～８mm
殻径20～28mm

殻径15～17mm

殻径最大16cm

殻長１cm

殻高 23mm 殻径24mm

殻径６mm

殻径３～４mm

殻径16～26mm

緑色は殻ではなく

身体の色が透けて

見えている。

沖縄で一番よく

見られる種。昔

は食べていた。

他の島では絶滅

し、宮古諸島でだ

け生き残った遺存

種。平たい殻と模

様が特徴的。

東アフリカ原産の

外来種。食用とし

て持ち込まれた。

宮古諸島では大

型の陸貝。樹上

によくいる。

キセルガイは殻が左

巻き。宮古諸島で確

認されている生息地

は１か所のみ。

多良間島で最初に発

見された。木の根元

などによくいる。

湿った岩壁にい

る。一時絶滅した

と思われていた。

模様のバリエーション

が多く、たまに模様の

ない個体もいる。

フタが厚く、

泥をまとって

いない。

落ち葉の裏

にいる。

アマオブネという海

の貝に近い種。葉の

上などにいる。フタ

は薄く透明なので見

えない。

転石などにいる。宮古

諸島で確認されている

生息地は１ヶ所のみ。

固有種
宮古島市保全種(2005)
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 おき  なわ　　　 いち ばん
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眼

眼

右巻き 左巻き

触
覚
は
４
本

触
覚
は
２
本

マイマイのなかま＝カタツムリ タニシ・アマオブネのなかま

意外と知らない陸産貝類
野外観察のときに気をつけること
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ムーナ

雌雄同体

フタがある

イスムーナ

肺で呼吸

休眠するときはエピフ

ラムという薄い膜を

はって乾燥を防ぐ。

雌雄異体

休眠するときはぴっ

たりフタを閉じて

乾燥を防ぐ。

　カタツムリの多くは右巻き

で、殻が時計回りに成長しま

す。キセルガイは左巻きです

が、左巻きのカタツムリはあ

まりいません。

殻をつくるために石や

コンクリートを食べる！

ナメクジは陸貝の殻がなくなった種

正しい捕獲・駆除の仕方を知らないと、きちんと駆除でき

ず、逆に拡散してしまうおそれがあります。市の環境衛生局

に問い合わせるなど、自治体の指示に従いましょう。

生き物を触ってみたいときは？

触る前と後で、必ず手を洗いましょう。野生生物には寄生虫

やダニ、病原菌を持っているものがいます。生き物を触った

あとは、手で目や口の周りを触らないよう注意しましょう。

生き物を探すために掘った穴や、ひっくり返した石は？

できるだけ元に戻しましょう。環境が変化してしまうと、

そこにすむ生物に影響してしまいます。

生き物を観察するために、遊歩道から外れてもいい？

むやみに林内に入るのはやめましょう。ケガの危険もありま

すが、歩いて土を固めてしまったり、エサとなる植物を傷め

てしまうなど、環境が悪化することがあります。

落ちている野鳥のヒナなど、保護しても大丈夫？

基本的にはできません。ただ、事故にあう危険性がある場合

は、場所を移すことができます。他の希少生物も同じです。

特定外来生物を見つけた。捕獲・駆除したほうがいい？

  きゅうみん

　　　　　　　　　　　　　 うす　　　 まく

　　　　　　　  かん そう　　 ふせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　  みぎ   ま

　　　　　 から　　　と   けい まわ　 　　   せいちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひだり

はい　　 こきゅう

い　がい　　　　   し　　　　　　　　　　 りく   さん   かい   るい

め

し
ょ
っ
か
く

し  ゆう どう たい し  ゆう  い  たい

さわ

と

いし りく がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅ

せっかい

さいこう　　　かんきょう

なかみ

みち　　　　せかい

や　 がい　 かん  さつ　　　　　　　　　　　　　  き

　　　　　まえ　　  あと　　　　  かなら　   て　　   あら　　　　　　　　　　　　　　 や   せい せい ぶつ　　　　　き せいちゅう
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えいきょう

   き  ほん  てき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ　 こ　　　　　　　　　　　　 せい　　　　　　　  ば  あい

　　　　　  ば  しょ　　 うつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか　　  き  しょう　　　　　　 おな

  ただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  し   かた　　　 し

　　　　  ぎゃく　　かく さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  し　　  かんきょうえいせいきょく

　　    と　　　 あ　　　　　　　　　　　　　　　じ　ち　たい　　　し　じ　　  したが

　　　　　　　　　  りん ない　　 はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き　けん

　　　　　　　 ある　　　　  つち　　  かた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょくぶつ　　いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ  か

さが　　　　　　　　　　　ほ　　　　　  あな　　　　　　　　　　　　　　　  かえ

お　　　　　　　　　　　  や ちょう　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　ご　　　　　　　　  だいじょう ぶ

とく  てい がい らい  せい  ぶつ　　　 み　　　　　　　　　　　  ほ   かく　　　 く   じょ

たまご

ゆう   ほ   どう



　むかしむかし、山の中でネズミと

ヤドカリが出会いました。お互いに

名前を知らないので、ヤドカリは

「私の名前はカサというのさ」と、

ネズミは「私の名前はコラマタとい

うんだよ」と、自分の名前を言いま

した。なんとも不思議な名前です。

「それでは、その名前が本当かどう

か確かめようじゃないか」というこ

とになり、２匹で山の中に入ってい

きました。

　すると、そこには枯れ葉が落ちて

いて、ヤドカリはその上を重たい殻

を引きずって歩くものだから、枯れ

葉がカサカサと音を立てました。

「ほらね、木の葉も私のことをカサ

カサと呼んでいるでしょう」とヤド

カリが言います。

　ネズミは『なるほど、これは本当

だな』と思い、「では、今度は私の

名前を確かめに行きましょう」とヤ

ドカリを誘って人の家の中に入っ

て、押入れのすみをガリガリとか

じったのです。

　すると、その家の主人が「コラま

た！」と大声で叫ぶ声が聞こえまし

た。

　ネズミは「ほらね、私の名前もコ

ラマタに違いないでしょう」と言い

ました。

　むかし、いまより遠い山に行きた

いと思っているカエルがいました。

そんなときに、イノシシと出会いま

す。カエルは、「そうだ、イノシシ

に乗って行こう！」と考え、イノシ

シに「あの山の下まで誰が早いか背

負いっこ勝負をしよう」と声をかけ

ました。ところがイノシシは「君は

私を背負うことができるのか？」と

疑います。カエルは「なにいってる

んだ、体は小さくても力持ちだから

問題ないよ。それじゃ、初めに私を

背負っておくれ」と言いました。

　そして、イノシシがカエルをのせ

てめざす山の下まで行ってくれたの

で、カエルは大喜び。

　「さあ、今度はお前の番だ」とイ

ノシシが言うと、カエルは「どうぞ

乗ってください。でも空だけを見て

いてくださいね」と言うのです。

　イノシシは言われたとおりに空を

見ていると、風が強く吹いて、雲が

どんどん後ろへ飛んでいきます。

「なんと、君は全然進めないだろう

と思ったのに、私より早いじゃない

か！」と感動して「もう十分だよ」

と言って地面を見ると、なんと、

さっきと同じ場所にいるではないで

すか。イノシシは「どうしたことか

い！」と大変怒りました。すると、

カエルは「だましてごめんなさい。

許してくれたら、あなたたちが田ん

ぼでお米を食べる時、すぐに仲間を

呼んで一斉に鳴いて、あなたたちが

食べている音が聞こえないようにし

てあげますから」と謝りました。

　イノシシも「そんなことであるな

らば」と許してあげました。

　それからというもの、春のうりず

んの季節になると、カエルが大声で

鳴くそうです。

宮古のゆがたい　ネズミとヤドカリのおはなし 宮古のゆがたい　カエルとイノシシの知恵くらべ

50 51

参考：『ゆがたいー宮古島の民話 第４集ー』ねずみとやどかり (1984) 参考：『ゆがたいー宮古島の民話 第２集ー』蛙と猪の知恵くらべ (1980)

みや こ　　　　  夜語り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やま　　  なか
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外来種 入れない、捨てない、拡げない

おもに夜行性。なんでも食べる。

1966年にネズミ対策として宮古に導

入。フンからミヤコカナヘビの骨など

が発見されている。現在、県が捕獲作

業と生息状況調査などを行っている。

　外来種とはもともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって外から

持ち込まれた生物のことです。船の貨物に紛れ込んだり、衣服に付着して移入

することもあります。日本の生物だとしても、もともといなかった地域に持ち

込まれた場合は、外来種となります。宮古諸島でも、外来種が生態系に影響を

与えています。

インドクジャク

緊急対策外来種(環境省)
指定外来種・重点対策種(沖縄県)

オス 全長 180～230cm
メス 全長 90～100cm

寿命は20～30年。昼行性で夜は樹

上で休む。なんでも食べる。ペット

が逃げて野生化したとされる。ミヤ

コカナヘビなども食べている可能性

が高く、環境保全課が2050年まで

に根絶させる目標を立てている。

ニホンイタチ

緊急対策外来種(環境省)
指定外来種・重点対策種(沖縄県)

頭胴長 オス27～37cm
 メス16～25cm　

※クジャク、イタチは許可なく捕まえたり、放し

たりすることは法律で規制されています

特定外来生物の輸入、

運搬、放出、飼育、譲

渡の禁止、防除などを

定めた法律。個体だけ

でなく卵なども含む。

侵略的外来種

在来種とエサや棲みか

が同じで競争しあった

り、在来種と交配して

雑種が生まれてしまう

もの。

特定外来生物

海外から入った種のう

ち、生態系や人の生

命・身体、農林水産業

へ被害を及ぼすおそれ

があるもの。

外来生物法

いそいで対策し、積極的に防除を行う必要がある外来種

撮影：慶留間島
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写真提供

荷川取牧場　扉絵
鳥羽水族館　ジュゴン
城間恒宏(糸満高等学校)
クマネズミ/ドブネズミ/ニホンイタチ

田村常雄
オキナワコキクガシラコウモリ/アブラコウモリ

仲地邦博(宮古野鳥の会)
サシバ/アカハラダカ/ヨナグニカラスバト/キンバト/キジバト/チュウダイズア
カアオバト/ヒヨドリ/イソヒヨドリ(雄)/シロハラクイナ/リュウキュウキビタ
キ/ミフウズラ/サンコウチョウ(雄)/アカショウビン/エリグロアジサシ/コアジ
サシ/ベニアジサシ/マミジロアジサシ/ズグロミゾゴイ/ゴイサギ/リュウキュウ
ヨシゴイ/コウノトリ/ミサゴ/リュウキュウツバメ/スズメ/セッカ/インドク
ジャク

当山昌直
ミヤコカナヘビ/ミヤコヒメヘビ/ホオグロヤモリ(成体・足裏)/ミナミヤモリ
(成体・足裏)/オンナダケヤモリ(成体・足裏)/サキシマヌマガエル/ヒメアマガ
エル/シロアゴガエル(卵)

佐藤宣子(宮古島市教育委員会)
サキシママダラ/サキシマスジオ

藤田喜久(沖縄県立芸術大学)
ヤシガニ/ヤシガニ(抱卵)/ヤシガニ(ゾエア)/ヤシガニ(グラウコトエ)/ヤシガニ
(殻を背負ったグラウコトエ)/貝殻を背負ったヤシガニ/オカヤドカリ/ムラサキ
オカヤドカリ/ナキオカヤドカリ/コムラサキオカヤドカリ/オオナキオカヤドカ
リ/サキシマオカヤドカリ/オカガニ(放卵)/オオオカガニ/ムラサキオカガニ/ヒ
メオカガニ/ヤエヤマヒメオカガニ/ヘリトリオカガニ/ミヤコサワガニ/稚ガニ
を抱えるミヤコサワガニ/サキシマヌマエビ/コンジンテナガエビ/モクズガニ/
ドウクツヌマエビ/ウリガーテナガエビ

宮古島市総合博物館
ミヤコヒバァ/アカマイマイ/アオミオカタニシ/オキナワウスカワマイマイ/サ
キシマヒシマイマイ/アフリカマイマイ/ウラキヤマタカマイマイ/ミヤコオカチ
グサ/ミヤコオキナワギセル/イトカケマイマイ/タラマノミギセル/ヤエヤマヤ
マキサゴ/ミヤコヤマタニシ/ハダカアツブタガイ/ミヤコゴマガイ
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埋蔵文化財
まいぞう

国 宝

登
録有形文化財

重
要無形文化財

重

要
有形民俗文化

財

重

要
無形民俗文化

財

登

録
有形民俗文化

財史跡

名勝

特別史跡

特別名勝

天然記念物

選
定保存技術 埋蔵文化財

重
要

伝

統
的建造物群保

存
地

区

特
別天然記念物

重
要文化的景観

登録記念物

重要文化財

保存と活用が
特に必要なもの

ほぞん　　かつよう

指定

指定

指定

指定

指定

指定

指定 指定

指定

指定

指定

指定

してい

重要文化財

重要無形文化財

登録有形文化財

登録有形文化財

こく  ほう

国 宝

 む  けい　　　　　

無形文化財

無形
文化財

みんぞく　　　　　

民俗文化財

民俗
文化財
民俗
文化財

記念物記念物

 き  ねん ぶつ

記念物
てん ねん き ねん ぶつ

天然記念物

  し せき

史跡

　　　　　    けい かん

文化的景観

文化的
景観
文化的
景観

でんとうてき けんぞうぶつぐん

伝統的建造物群 伝統的
建造物群

伝統的建造物
群保存地区

の文化財
　　　　ぎじゅつ

保存技術

文化財の体系図
ぶん  か  ざい　　　たい けい  ず

文化財の種類
しゅるい

建造物

美術工芸品　工芸品、絵画、彫刻、

書跡、典籍、古文書、考古資料、

歴史資料など、形のあるもの

演劇、音楽、工芸技術などの、

形 の な い、人 間 の「わ ざ」

そのもの

文化財 文化財

記録や作成などを考える
必要のある無形文化財

きろく　　さくせい　　　　　 かんが

記録作成等の措置を講ずべき
無形の民俗文化財

重要なもの
じゅうよう

特に重要なもの
とく   じゅうよう

特に価値の高い
もの

か  ち　　 たか

ひつよう

特に必要のある
もの

有形文化財
ゆうけい

有形
文化財

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

特別史跡
とくべつ

特別名勝

特別天然記念物

登録記念物

重要文化的景観

重要伝統的建造
物群保存地区

選定保存技術

保存できるよう
考える必要の
あるもの

登録
登録

登録

登録

登録

登録

指定

指定

指定

指定

とうろく

登録
とうろく

選択
せんたく

選択

有形民俗文化財　無形民俗文化

財に使われる衣装、器具、家屋

など

無形民俗文化財　衣食住、生業、

信仰、年中行事などに関する風

俗習慣、民俗芸能、民俗技術

遺跡 （貝塚、古墳、都城跡、

 城跡、旧宅など）

名勝地 （庭園、橋梁、渓谷、

 海浜、山岳など）

動物、植物、地質鉱物

選定
せんてい

選定

都道府県または

市町村の申し出

に基づいて選定

市町村が

決定

世界から見ても

価値が高い、国の宝

土地に埋まっている

文化財

文化財ではないが、保護の対象と

なっているもの。文化財の保存に必

要な材料や用具の生産制作、修理・

宿場町、城下町、農漁村など

地域の人々の生活または生業

及び地域の風土によって形成

された景観地　棚田、里山、

用水路など

豊見親墓３基
（とぅゆみゃばか３き）

宮古上布
（みやこじょうふ）

治金丸 / 沖縄県
（じがねまる / おきなわけん）

旧西中共同製糖場煙突
（きゅうにしなかきょうどう
　せいとうじょうえんとつ）

それぞれの文化財の一例
いち  れい

ウイピャームトゥ
の祭場（さいじょう）

宮古島のパーントゥ

遠見番所
（とおみばんしょ）

吉野ヶ里遺跡 / 佐賀県
（よしのがりいせき / さがけん）

形のないもの

東平安名崎
（ひがしへんなざき）

別府の湯けむり・温泉地
/ 大分県（べっぷの ゆけむり 
おんせんち / おおいたけん）

竹富島の農村集落 / 沖縄県 竹富島
（たけとみじまの のうそんしゅうらく）

苧麻糸手績み
（ちょまいとてうみ）

住屋遺跡
（すみやいせき）

旧仲宗根氏庭園
（きゅう なかそねし ていえん）

オカヤドカリ イリオモテヤマネコ

識名園 / 沖縄県
（しきなえん）

形のあるもの
かたち

歴史上の名所
れきしじょう めいしょ

景色の
よいところ

けしき

貴重な自然を
記念するもの

きちょう　しぜん

人間と自然が
作ってきた景色

にんげん

生活に関係
したもの

かんけい

れきしてき

歴史的なまち
なみや景色

文化財の
保存に
大事な技術

埋まって
いるもの

う

※宮古島市や、沖縄県、九州にある文化財の一例

伝統的建造物

群保存地区

竹富島の生活用具 842 点 /
沖縄県 竹富島（たけとみじま

のせいかつようぐ / たけとみじま）

名勝
めいしょう

2021 更新



この冊子は非売品です (NOT FOR SALE)

私たちの文化財です

大切にしましょう

文化財を許可なく無断で現状変更する
ことは法律で禁止されています。

発行 2025(令和７)年３月
編集・発行 宮古島市教育委員会
 〒906-0012 沖縄県宮古島市平良字西里1140番地
 TEL 0980-72-3764　FAX 0980-73-1976
イラスト・デザイン　 山田　光
令和６年度宮古島市neo歴史文化ロード整備事業

宮古島市neo歴史文化ロード　綾道(自然・動物編)

教育委員会
公認アプリ

このアプリケーションは、GPS機能を利用したコース案内が
可能なほか、現地で文化財の説明などを閲覧することができ
ます(ダウンロードをしておけば、ネット環境が不十分な場所
でも文化財の閲覧が可能です)。

ポータルサイト

わたし　　　　　　　　　　　 ぶん　　か　　ざい

たい　  せつ

 ぶん  か  ざい　　 きょ  か    　　　　 む  だん  　  げんじょうへんこう

　　　　　　　ほうりつ 　　きん  し




